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ぜ
低
い
方
に
合
わ
せ
よ
う
と

す
る
の
か
？ 

仕
事
が
同
じ

で
給
料
が
下
が
れ
ば
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
も
下
が
る
。 

・
新
し
い
賃
金
制
度
に
な
っ
た

ら
年
収
が
下
が
る
。
や
っ
て

ら
れ
な
い
。 

・
能
力
昇
給
は
評
価
す
る
基
準

も
曖
昧
で
、
誰
が
や
る
の
か

も
不
明
。
こ
の
会
社
に
は
そ

ぐ
わ
な
い
。 

 

 

増
額
と
な
る
こ
と
を
踏
ま
え

て
検
討
し
て
い
く
。 

中
長
期
的
な
経
営
見
通
し

を
考
慮
し
、
環
境
の
変
化
に
対

応
す
る
た
め
の
生
産
性
向
上

に
対
す
る
社
員
の
貢
献
へ
の

成
果
配
分
の
観
点
を
基
本
に
、

業
績
動
向
や
経
済
動
向
、
社
会

状
況
な
ど
の
様
々
な
要
素
を

踏
ま
え
、
総
合
的
に
判
断
し
て

決
定
す
る
。 

中
央
本
部
は
２
月
27
日
に
、
申
30
号
・
２
０
２

６
年
度
の
昇
給
に
関
す
る
申
し
入
れ
、
及
び
申
31

号
・
２
０
２
６
年
度
賃
金
改
訂
に
関
す
る
申
し
入
れ

の
第
１
回
目
の
団
体
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。 

組
合
側
か
ら
要
求
の
趣
旨
説
明
を
行
う
と
と
も

に
、
経
営
側
か
ら
現
状
認
識
や
交
渉
に
対
す
る
ス
タ

ン
ス
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。 

東
日
本
ユ
ニ
オ
ン
の
２
０

２
６
春
闘
要
求
は
、
単
な
る
社

員
の
賃
金
引
き
上
げ
に
と
ど

ま
る
も
の
で
は
な
く
、
安
全
を

再
建
す
る
た
め
の
要
求
だ
。 

相
次
ぐ
輸
送
障
害
や
グ
ル

ー
プ
会
社
の
不
祥
事
に
よ
っ

て
、
社
会
の
視
線
は
厳
し
さ
を

増
し
て
い
る
。 

鉄
道
は
安
全
産
業
で
あ
り

職
場
の
一
体
感
や
技
術
継
承
、

社
員
同
士
が
声
を
掛
け
あ
え

る
風
土
、
社
員
同
士
が
支
え
合

う
文
化
な
ど
、
こ
れ
ら
す
べ
て

が
安
全
に
必
要
で
あ
り
、
設
備

や
個
人
能
力
だ
け
で
は
確
立

で
き
な
い 

い
ま
必
要
な
の
は
「
変
革
２

ア
ッ
プ
が
な
い
時
代
も
か
な

り
あ
っ
た
。
ケ
チ
ら
ず
に
社

員
に
還
元
す
る
べ
き
。 

・
新
し
い
賃
金
制
度
で
は
乗
務

員
は
特
勤
が
減
る
。
設
備
・
駅

な
ど
の
社
員
が
増
え
る
の
は

良
い
こ
と
だ
と
思
う
が
、
な

賃
金
改
定
に
関
す
る
申
し

入
れ
の
提
出
後
、
東
日
本
ユ
ニ

オ
ン
に
は
多
く
の
「
声
」
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

◆ 
 

 
 

 

◆ 

・
物
価
上
昇
に
賃
金
が
全
く
追

い
つ
い
て
い
な
い
。
ベ
ー
ス

中
央
本
部
は
２
月
27
日
に
、
申
39
号
と
し
て
２
０
２

６
年
度
夏
季
手
当
に
関
す
る
申
し
入
れ
を
提
出
、
同
日
に

第
１
回
目
の
団
体
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。 

 

０
２
７
」
で
分
断
さ
れ
た
一
体

性
を
再
構
築
す
る
こ
と
で
あ

り
、
さ
ら
に
社
員
を
分
断
す
る

制
度
で
は
な
い
。 

能
力
昇
給
制
度
は
、
さ
ら
な

る
分
断
を
生
む
現
場
実
態
と

乖
離
し
た
施
策
で
あ
る
こ
と

に
社
員
は
気
付
い
て
い
る
。 

本
気
で
安
全
風
土
を
再
構

築
す
る
の
で
あ
れ
ば
能
力
昇

給
へ
移
行
し
て
は
な
ら
な
い
。  

社
員
の
労
働
力
の
価
値
に

相
応
し
い
賃
金
と
、
変
化
す
る

社
会
の
中
で
も
社
員
と
家
族

が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環

境
を
求
め
、
安
全
を
土
台
と
す

る
企
業
と
し
て
の
誇
り
を
示

す
満
額
回
答
を
強
く
求
め
る
。 

東
日
本
ユ
ニ
オ
ン
の
要
求
の
趣
旨
説
明 

■
本
部
申
39
号 

要
求
項
目 

１
．
２
０
２
６
年
度
夏
季
手
当

の
基
礎
額
は
、
以
下
の
賃
金

の
月
額
の
合
計
額
と
す
る
こ

と
。
な
お
、
住
宅
等
手
当
の
地

域
額
は
全
社
員
一
律
４
万
５

０
０
０
円
と
し
、
扶
養
手
当

は
廃
止
せ
ず
、
扶
養
す
る
者

１
人
に
つ
き
一
律
２
万
０
０

０
０
円
と
す
る
こ
と
。
ま
た
、

普
通
障
が
い
者
は
年
齢
を
問

わ
ず
扶
養
親
族
と
す
る
こ

と
。 

⑴
職
務
能
力
給 

⑵
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
手
当 

⑶
業
務
手
当 

⑷
住
宅
等
手
当
・
地
域
額 

⑸
扶
養
手
当 

な
お
、
各
賃
金
は
現
在
労
使

協
議
中
で
あ
る
が
、
協
議
未

了
を
理
由
と
し
て
夏
季
手
当

の
算
定
基
礎
か
ら
除
外
す
る

こ
と
は
断
じ
て
認
め
ら
れ
な

い
。 

２
．
２
０
２
６
年
度
の
夏
季
手

当
は
１
項
で
求
め
る
賃
金
の

月
額
合
計
額
の
社
員
一
律

「
３
・
０
ヶ
月
分
」
と
す
る
こ

と
。 

３
．
２
０
２
６
年
度
の
夏
季
手

当
は
２
０
２
６
年
６
月
30
日

（
火
）
ま
で
に
支
払
う
こ
と
。 

経
営
側
は
現
行
の
都
市
手
当
、

扶
養
手
当
に
相
当
す
る
手
当

を
基
礎
額
か
ら
除
く
考
え
を

示
し
て
し
ま
す
。 

業
績
好
調
の
一
方
で
成
果

配
分
を
抑
制
し
、
算
定
基
礎
を

縮
減
す
る
よ
う
な
取
り
扱
い

は
労
使
関
係
の
信
頼
を
根
底

か
ら
揺
る
が
す
も
の
で
あ
り
、

社
員
の
努
力
を
踏
み
に
じ
る

行
為
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。 

夏
季
手
当
は
単
な
る
一
時

金
で
は
な
く
、
実
質
的
に
生
活

を
支
え
て
い
る
賃
金
で
あ
り
、

社
員
と
家
族
の
生
活
基
盤
そ

の
も
の
と
い
え
ま
す
。 

東
日
本
ユ
ニ
オ
ン
は
期
末

手
当
の
算
定
基
礎
で
あ
る
「
基

礎
額
」
の
構
成
は
労
働
条
件
の

根
幹
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
十
分

な
労
使
協
議
を
求
め
ま
し
た
。 

◆ 
 

 
 

 

◆ 

中
央
本
部
は
２
月
27
日
に
、

申
39
号
と
し
て
２
０
２
６
年

度
夏
季
手
当
に
関
す
る
申
し

入
れ
を
提
出
し
、
同
日
に
第
１

回
目
の
団
体
交
渉
を
行
い
ま

し
た
。 

は
想
像
を
絶
す
る
労
働
環
境

で
あ
る
こ
と
を
経
営
側
は
忘

れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

好
調
な
業
績
に
寄
与
し
て

き
た
社
員
の
努
力
に
報
い
る

夏
季
手
当
を
求
め
ま
し
た
。 

   

東
日
本
ユ
ニ
オ
ン
と
経
営

側
は
こ
れ
ま
で
、
期
末
手
当
の

基
準
額
を
決
め
る
基
礎
額
と

し
て
、
基
準
内
賃
金
（
基
本
給
、

管
理
手
当
、
技
術
手
当
、
教
育

手
当
、
都
市
手
当
お
よ
び
扶
養

手
当
）
を
基
に
団
体
交
渉
を
行

っ
て
き
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。 

し
か
し
、
現
在
提
案
さ
れ
て

い
る
新
た
な
賃
金
制
度
で
は

基
準
内
賃
金
の
廃
止
を
は
じ

め
、
従
来
の
賃
金
体
系
と
構

成
・
手
当
水
準
を
大
き
く
変
更

す
る
と
し
て
い
る
の
に
加
え
、 

２
月
２
日
に
発
表
さ
れ
た

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
２
０
２
６
年

３
月
期
第
３
四
半
期
決
算
は
、

連
結
決
算
で
は
営
業
収
益
２

兆
２
４
０
０
億
円
、
単
体
で
も

１
兆
６
３
０
０
億
円
と
極
め

て
好
調
に
推
移
し
、
い
ず
れ
も

５
期
連
続
の
増
収
増
益
を
実

現
し
ま
し
た
。 

足
元
の
ご
利
用
状
況
も
「
キ

ュ
ン
パ
ス
」
効
果
も
あ
り
、
上

越
・
北
陸
・
東
北
新
幹
線
で
は
、

連
日
指
定
席
誘
導
が
発
生
す

る
な
ど
１
０
０
％
の
乗
車
率

を
超
え
る
ご
利
用
を
い
た
だ

く
な
ど
好
調
で
す
。 

こ
れ
ら
の
業
績
は
現
場
で

働
く
社
員
の
不
断
の
努
力
と

安
全
の
確
保
、
長
時
間
・
高
密

度
労
働
の
積
み
重
ね
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
て
き
た
も
の
で

あ
り
、
現
場
第
一
線
で
働
く
社

員
の
対
応
に
追
わ
れ
る
日
々

客
さ
ま
に
多
大
な
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
た
。 

安
全
が
経
営
の
ト
ッ
プ
プ

ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
で
あ
る
こ
と

を
胸
に
刻
み
、
い
か
な
る
経
営

環
境
の
変
化
に
あ
っ
て
も
持

続
的
に
成
長
を
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
強
靭
な
経
営
体
質

を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。 

令
和
８
年
度
の
新
賃
金
は
、

全
社
員
の
「
職
務
能
力
給
」
を

１
万
円
以
上
増
額
し
ベ
ー
ス

が
引
き
上
が
る
こ
と
、
手
当
な

ど
の
平
均
支
給
額
も
大
幅
に

経
営
側
の
現
状
認
識
と
基
本
的
な
ス
タ
ン
ス 

輸
送
ト
ラ
ブ
ル
に
よ
り
お

 

 

 

 

 

 

 

本部申３１号要求項目 
★２０２６年４月１日に在籍する社

員の職務能力給（予定）を一律２５,
０００円引き上げること。 

★２０２６年４月１日に在籍するエ
ルダー社員、セカンドキャリアスタ

ッフの基本賃金を一律２５,０００
円引き上げること。 

 

 

 

 

基
礎
額
の
算
定
基
礎
も 

あ
わ
せ
て
要
求 

 

本部申３９号 

２
０
２
６
年
度
夏
季
手
当
に
関
す
る
申
し
入
れ 


